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2-2家庭の利用機器とIP通信サービス

インターネット環境の課題

□□ インターネット白書2005 □□

今後のインターネット環境には通信費用削減とさらなる高速化を希望
資料2-2-28　今後取り組みたいインターネット環境［全体と接続回線別］
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今後取り組みたいインターネット環境を聞いたところ、全体では「通信費用の削減」が52.9％と最も多い。ダイ

ヤルアップ利用者では「通信回線のさらなる高速化」が60.0％と最も高くなっている。ADSL/xDSL利用者はそ

の両方で全体よりも高く、関心が費用と速度に2分されていることがうかがえる。また、光ファイバー利用者は、

「IP電話の利用」「映像配信サービス（IP放送）の利用」がほかの回線利用者に比べ高くなっている。
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